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第１表  渡良瀬遊水地周辺４市・２町の人口変化と合併の経緯（暫定版） 
（市・町名はあいうえお順：2012.11.13 作成） 
地域名 平成１７年の人口数 近年の人口数 合併等の経緯 
板倉町 17 年 10 月 1 日 
      15,865 人 
 
 
22 年 10 月 1 日  15,706 人 
23 年 10 月 1 日  15,944 人 
24 年 10 月 1 日    15,829 人 






17 年 10 月 1 日  
163,150 人 
 
22 年 9 月 1 日   163,877 人 
23 年 10 月 1 日 159,835 人 
24 年 10 月 1 日 164,648 人 





17 年 10 月 1 日 
 115,497 人 
 
22 年 11 月 1 日 117,367 人 
23 年 10 月 1 日 117,177 人 
24 年 10 月 1 日 116,516 人 





17 年 10 月 1 日 
   13,287 人 
 
 






17 年 10 月 1 日 
   146,554 人 
 
22 年 10 月 1 日  144,948 人 
23 年 10 月 1 日 144,367 人 
24 年 10 月 1 日  146,425 人 




（内訳）17 年 10 月 1 日 
旧古河市  58,298 人 
旧総和町    49,181 人 
旧三和町  39,075 人 
24 年 10 月 1 日 
 旧古河市   58,399 人 
 旧総和町   49,762 人 






17 年 10 月 1 日 




22 年 10 月末日 142,507 人 
23 年 10 月末日 148,206 人 
24 年 10 月末日 147,138 人 
 




2011 年 10 月 1 日 
西方町と合併する。 
旧 藤 岡 町
18,594 人 
 




野木町 17 年 10 月 1 日 
   25,907 人 
22 年 10 月 1 日  25,592 人 
23 年 10 月 1 日  25,513 人 
24 年 11 月 1 日    25,494 人 
1889 年に町制施行以来
合併していない。 
（備考）１．平成 17 年の数値は国勢調査結果による。 





























ータルな構想をまとめ上げていく能力が求められている。(第 2 表参照) 
 
第２表．商業販売額（小売り＋卸売り）（暫定版） 
単位：億円、（ ）内は平成 11 年を 100 としたときの指数。 
年 次 小山市 栃木市 古河市 
平成３年 7,437(119.3) --- --- 
平成 6 年 6,162(98.8)  ---       --- 
平成 9 年 6,085(99.6)  ---    --- 
平成 11 年 6,234(100.0) 3,022(100.0) 3,149(100.0 ) 
平成 14 年 5,708(91.6) 2,744(90.8 ) 2,658(84.4) 
平成 16 年 5,614(90.1) 2,609(86.3 ) 2,658(84.4 ) 
平成 19 年 5,296(85.0) 2,604(86.2 ) 2,695(85.6 ) 
（続き） 
年 次 加須市 野木町 板倉町 
平成３年   --- --- 151(83.8) 
平成 6 年 1,684(95.8)  --- 153(85.5) 
平成 9 年 1,631(92.8)  --- --- 
平成 11 年 1,757(100.0) 389(100.0) 179(100.0) 
平成 14 年 1,685(95.9) 299(76.9) 156(87.1) 
平成 16 年 1,587(90.3) 344(88.4) 153(85.5) 
平成 19 年 1,969(112.1) 265(68.1) 173(96.6) 
（資料）商業統計調査報告による。合併前の年次は関係自治体の数値を合算した。 
（注）平成 21 年の調査は新たな「経済センサス」の創設に伴い中止された。 
対応するデ＾タは平成 24 年 2 月に実施された「24 年度経済センサス－ 




















単位：億円、（ ）内は平成 15 年を 100 としたときの指数 
年 度 小山市 栃木市 古河市 
 平成 22 年 6,807(86.5) 7,718(120.7) 4,982(100.0) 
平成 21 年 4,982(63.3) 6,678(104.4) 4,754(95.5 ) 
平成 20 年 7,796(99.0) 7,734(120.9 ) 5,538(111.2 ) 
平成 19 年 7,639(97.1) 7,156(111.9 ) 5,439(109.2 ) 
平成 18 年 6,954(88.4) 6,952(108.7 ) 5,170(103.8 ) 
平成 17 年 6,627(84.2) 7,080(110.7 ) 5,105( 102.5) 
平成 16 年 6,188(78.6) 6,711(104.9 ) 4,904(98.5 ) 
平成 15 年 5,975(75.9) 6,672(104.3) 4,627(92.9) 
平成 14 年 5,966(75.8) 6,139(96.0) 4,549(91.3) 
平成 13 年 7,511(95.4) 6,684(104.5) 4,560(91.6 ) 
平成 12 年 7,870(100.0) 6,396(100.0) 4,980(100.0 ) 
（続き） 
年 度 加須市 野木町 板倉町 
 平成 22 年   3,867(108.5) 1,085(87.1) 413(165.2) 
平成 21 年 3,880(108.9) 992(79.6) 383(153.2) 
平成 20 年 4,554(127.8 ) 1,134(91.0) 437(174.8) 
平成 19 年 4609(129.4 ) 1,129(90.6) 440(176.0) 
平成 18 年 4,440(124.6 ) 1,114(89.4) 419(167.6) 
平成 17 年 4,222(118.5 ) 1,554(124.7) 405(162.0) 
平成 16 年 3,988(111.9 ) 1,440(115.9) 265(106.0) 
平成 15 年 3,429(96.2) 1,484(119.1) 309(123.6) 
平成 14 年 3,494(98.1) 1,419(113.9) 266(106.4) 
平成 13 年 3,555(99.8) 1,280(102.7) 246(98.4) 














































































第４表  渡良瀬遊水地周辺４市・２町のまちづくり施策、組織等（暫定版） 
市・町名 主要施策等 まちづくり組織 地域・観光施設等 
























・景観計画（2007~   ） 
・景観条例（2008~   ） 
小山市地区まちづくり
条例 
（2007 年 4 月 1 日～） 
まちづくり交付金事業 
（2007 年 4 月 1 日～） 
小山市長期ビジョン－

















（2011 年 10 月～） 
古河市 
















































ン（1992~   ） 
緑 の 基 本 計 画










〖写真 1〗                       〖写真 2〗 
 
 
 板倉ニュータウンの販売センターを    複数の古い蔵を再生した古河市の観光休憩施設 
 活用した板倉町の観光案内所（産業    「坂長」の入り口から中庭を臨む。古河駅と博物 
 振興課産業政策係が入居している）    館エリアをつなぐルートの中間にある。 
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生井地区、下生井地区を中心として、平成 22 年 11 月に「小山市治水促進・ラムサール条約湿地登
録・コウノトリ地域推進期成同盟会」、23 年 5 月に「小山市治水促進・ラムサール条約湿地登録・
コウノトリ野生復帰推進協議会」を組織するなど具体化を進め、23 年 10 月には「小山市治水促進・
ラムサール条約湿地登録・コウノトリ野生復帰推進工程表～第２調節池の掘削による治水機能の確
保を優先に、ラムサール・ブランドを活かし、コウノトリ・トキの舞うふるさとづくり～」を策定



















〖写真 3〗                        〖写真 4〗 
 
大きな木を覆ってしまったクズの蔓。    東側の堤防上から眺めた第２調整池の茫々 
猛暑のせいか、24年夏のクズの成長     とした秋枯れのヨシ原風景（湿地再生事業 
は著しかった。              試験計画地となっている） 
（2012 年 9月 11日）《長濱撮影》     （2012 年 12月 5日）《長濱撮影》 
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